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議  事 

 

１開会   

【事務局】本日、ご出席の委員は８名です。寒川町下水道運営審議会条例第５

条の規定を満たしていることをご報告申し上げます。寒川町自治基本条例第

１５条による傍聴につきましては、本日、１名ご希望がありましたので、 

入室いただいています。  

 

２ 議題 

（１） 議事録承認委員の選出について  

【会長】事務局より説明をお願いいたします。  

【事務局】議事録承認委員につきましては、寒川町審議会等の会議の公開に関

する規則により、議事録の確認をいただくこととなっております。会長と職務

代理者を除く名簿順でお願いしているところでございます。前回、第２回を都

合により升水委員にお願いしましたが、順番を戻しまして猿渡委員にお願いし

たいと思います。  

【会長】事務局から今回、議事録承認委員は猿渡委員を選任したいということ

でございますが、皆様よろしいでしょうか。  

（「異議なし」の声あり）  

【会長】では今回の議事録承認委員は猿渡委員を任命いたします。  

 

 

（２） 寒川町公共下水道使用料の見直しについて（諮問）  

 

 



 

（３） 経営戦略及びストックマネジメント計画  

※概要版により、前回までの振り返り。  

⇒質疑なし、今後は経営戦略及びストックマネジメント計画（ケース３）に  

基づき事業を進めていくことで確認  

 

（４） 寒川町公共下水道使用料の見直しについて  

【事務局】 資料「下水道料金の改定について」、資料「4.4 料金改定案の試算

（案）」、資料「料金改定案の比較」により説明  

※事務局としては、前回改定の状況、近隣市町の状況も踏まえ、Case2（5.6% 

一律改定案）で進めたい旨を補足  

【会長】他の自治体の動向を加味した資料の説明でしたが、Case1 と Case3 は 

基本使用料に重きを置く、もしくは基本使用料のみで改定を行う内容のもので、

特徴としては小口排水者の負担増率が高くなるものと言えます。これと逆パタ

ーンが Case4 の従量使用料のみの内容で大口排水者ほど増率が高くなり、この

中間が Case2 で、どの排水者区分の増率も同程度と読み取れます。  

 皆様からご意見あればお願いいたします。  

 

【吉田委員】「下水道料金の改定について」の p16 の各自治体の順位表は最新

のものですか。 

【事務局】上の順位表は現時点で最新のもの、下の「平成２９年度～」とある

表は２９年度決算データです。  

【吉田委員】「下水道料金の改定について」の p８の記述で令和１８年度までに

約２３%に値上げをするとのことだが、数年おきに改定を行う予定ですか。  

【事務局】p8 の青い折れ線グラフが今後の状況を示しまして、最初の上昇部分

が今回の令和２年度をスタートとしまして 5.6%、４～５年おきに 7%前後で段

階的に改定を予定し、最終的に２３％となります。このグラフは先ほどの Case2

の改定例（全料金区分で一律改定）に対応します。 

【臼井委員】「下水道料金の改定について」の p17 で、大口（501 ㎥～）の区

分では他市町と比べても低額。目的があって低い額を設定しているのかなとも

思う。Case4 の料金表の一番下で改定後単価が 222 円、Case2 では 217 円、そ

こまで大きく変わるわけではないし、他市町と比べても高くない。そのように

考えても個人的には Case4 が妥当と思いますが、お考えをお聞かせください。 

【事務局】Case4 は基本料金を上げない分、従量料金で増額割合が高くなりま

す。Case2 と比較した場合は従量部分では増率が大きくなり負担面ではその分

大きくなるといえます。増率で表現したものが、資料「4.4 料金改定案の試算

（案）」で、Case2 の一番下の大口排水者 5.8%、Case4 では 8.4%となり増率で

表現すると高い割合であるといえます。  

【会長】Case2 と Case4 と比べた場合、Case2 は小口と大口で増率があまり変

わらないけれども、Cae4 は小口と大口で負担増率が大きく異なると、そのよ

うな説明でした。  

【青木委員】今後段階的に改定を行うのであれば、住民の方に納得いただく必



要がある。近隣市の状況や町の財政状況を考えれば致し方ないとも思うが、  

周知方法はどのように行うか。また他の自治体はどのように理解を求めて  

いるのですか。  

【事務局】他の自治体の周知方法については、ＨＰ等の公表資料を参照してい

るのみで、具体的な周知方法は問い合わせていませんので、申し訳ありません

が現時点で情報は持ち合わせておりません。説明方法としましては、寒川の場

合で申しますと前回、前々回の改定時と同様に今回も審議会に諮問をさせてい

ただき、答申をいただき、また、下水道使用料条例の改正が予定されますので、

議会へ改定をお諮りする形となります。周知につきましては、前回改定時には

広報やＨＰ、検針時のチラシの配布で周知をしており、今回も同様の方法を予

定しています。  

【会長】資料の p17 に神奈川県内の状況が読み取れますが、料金改定年月日や

改定率など、周辺の市町での改定がなされていると。  

【青木委員】計画上も段階的な料金改定を予定し、将来的に 23%上昇するので

あれば、町民の皆様に対して納得いただけるかどうか不安もある。財政面で改

定が大事であることは、これまでの説明を聞いて理解できますが、23%という

数字は知らない人が突然聞いたら衝撃的とも思えます。どのように説明するか

気になります。  

【事務局】最終的な改定は大きな数字となりますが、段階的にしなければ１回

で改定というのも大きな負担となりますので、負担を緩和といいますか、あく

まで段階的に負担を求めたいというのが我々の考え方となります。  

【会長】次回以降の改定は、当然下水審の中で審議をして答申して、というプ

ロセスを踏むことにはなりますね。  

【青木委員】段階的といってもまだ決まったわけではないですし、次回に審議

するときに状況次第で据置きするなどの対応も考えられますか。  

【事務局】経営戦略も状況変化によって計画変更もございますので、それに伴

って料金改定の変更がないわけではありません。景気動向等により大きく状況

が変わる場合は、再検討も十分にあり得ます。  

 

【会長】皆様からご質問よろしければ、次回以降はこれまでのご意見等を踏ま

えて答申を出すことになりますので、答申案を作成して、皆様にお示しして、

ご了解が得られれば町長へ答申という流れとなりますので、答申案の作成につ

いては別途、事務局と調整させていただければと思います。  

 

※質疑終了後、出席いただいた委員に「Case2（5.6%一律改定案）」で、今後答

申案の作成を進める旨賛同を得る。欠席委員にも今回の審議状況を伝えること

とする。  

（⇒後日、佐々木委員、武藤委員、山本委員に今回の議事内容を説明、Case2

での改定案で了解を得る。）  

 

３ その他 

【事務局】次回に向けて本日欠席委員のご意見も頂戴させていただき、その後



日程の調整をさせていただきます。答申案については、会長と事務局で調整を

させていただきます。  

 

資  料 

・会議次第  

・寒川町公共下水道使用料の見直しについて（諮問）  

・資料「下水道料金の改定について」  

・資料「4.4料金改定案の試算（案）」  

・資料「料金改定案の比較」 

議事録承認委員及び

議事録確定年月日 

  猿渡 修悟 

             （令和元年 11 月 1 日確定） 

  



令 和 元 年 度 第 ３ 回 寒 川 町 下 水 道 運 営 審 議 会 

会 議  次  第 

 

                    日  時  令和元年９月１２日（木) 

                           午後２時３０分から   

                       場  所   寒川町役場 東分庁舎 

                          第３会議室 

 

                                

 １ 開 会  

 

  ２ 議題 

 

     （１）議事録承認委員の選出について 

 

   （２）寒川町公共下水道使用料の見直しについて（諮問） 

 

   （３）経営戦略及びストックマネジメント計画について 

 

（４）寒川町公共下水道使用料の見直しについて 

 

 ３ その他 

      



寒 下 第 １１１号 

令和元年９月１２日 

寒川町下水道運営審議会 

会 長  中 川 登志男  様 

                         

 寒川町長 木 村 俊 雄 

 

寒川町公共下水道使用料の見直しについて（諮問） 

 

公共下水道は、生活環境の改善、水質保全、浸水の防除など重要な都市基盤

施設であります。 

本町の生活排水等による下水道は、平成３０年度末時点で事業計画面積の約

９２％が整備されており、整備開始以来４４年が経過した現在、多くの町民の

方にご利用いただいております。 

今後は、老朽化に伴う維持管理費や改築更新費の増大が見込まれることや人

口の減少に伴う下水道使用料の減少が見込まれており、施設管理のあり方とと

もに、財政基盤の強化が喫緊の課題となっています。 

また、公共下水道事業は地方財政法上の公営企業とされ、経営の基本的考え

方は独立採算制を原則とし、これまで５回にわたる使用料改定を行ったほか、

平成２７年度の公営企業会計の適用に伴う経費の明確化や接続向上など経営努

力をしてまいりましたが、平成２９年度決算における汚水処理費の下水道使用

料による経費回収率は７５．６％に留まるなど、いまだ一般会計の補助に依存

しており、経営環境は依然として厳しい状況が続いています。 

つきましては、将来にわたる下水道事業の安定した経営を図るため、下水道

使用料のあり方についてご審議いただきたく、寒川町下水道運営審議会条例第

２条の規定に基づき諮問いたします。 



 

 

 

 
 

 

下下水水道道料料金金のの改改定定ににつついいてて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 9 月 12 日  
 

寒川町下水道運営審議会 
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1 下水道料金とは 

1.1 下水道料金とは 

 

 下水道使用料 

家庭や事業所から出る生活排水や事業排水の量に応じて、町の条例により徴収するもの

です。いただいた下水道使用料は、下水道施設の維持管理費や、下水道管等の建設のため

に借り入れた資金の返済費(資本費)に充てられます。 

 

 公営企業の原則 （地方財政法第６条） 

・公営企業である下水道事業の経営は独立採算が原則 

・事業の経費は使用料収入を柱とする受益者負担で賄うのが原則 

 

1.2 下水道使用料徴収の根拠 

 

 地方財政法 

 

 地方公営企業法 

 

(公営企業の経営) 

第６条 公営企業で政令で定めるものについては、その経理は、特別会計を設けてこれを行い、

その経費は、その性質上当該公営企業の経営に伴う収入をもって充てることが適当でない経

費及び当該公営企業の性質上能率的な経営を行なってもなおその経営に伴う収入のみをも

って充てることが客観的に困難であると認められる経費を除き、当該企業の経営に伴う収入

(第５条の規定による地方債による収入を含む。)をもってこれに充てなければならない。但

し、災害その他特別の事由がある場合において議会の議決を経たときは、一般会計又は他の

特別会計からの繰入による収入をもってこれに充てることができる。 

(料金) 

第 21 条 地方公共団体は、地方公営企業の給付について料金を徴収することができる。 

２  前項の料金は、公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営の下における適正

な原価を基礎とし、地方公営企業の健全な運営を確保することができるものでなければなら

ない。 



2 

 

 下水道法 

 

 寒川町公共下水道使用料条例 

 

1.3 雨水は公費、汚水は私費の原則 

下水道事業を運営していく費用は、雨水に係る費用は「公費」で汚水に係る経費は「私費」で

賄うことが原則です。 

 

 

（使用料） 

第 20 条 公共下水道管理者は、条例で定めるところにより、公共下水道を使用するものから使

用料を徴収することができる。 

２ 使用料は、次の原則によって定めなければならない。 

  （１）下水の量及び水質その他使用者の使用の態様に応じて妥当なものであること。 

  （２）能率的な管理の下における適正な原価をこえないものであること。 

  （３）定率又は定額をもって明確に定められていること。 

  （４）特定の使用者に対して不当な差別的取扱いをするものでないこと。 

３ （省略） 

(使用料の徴収) 

第 3 条 町は、公共下水道の使用について、使用者から使用料を徴収する。 

2 使用料は、排水量に応じて、別表第 1 の規定により算定した額(以下「算定額」という。)

に消費税法(昭和 63 年法律第 108 号)第 29 条に規定する税率を乗じて得た額(以下「消費税

額」という。)及び消費税額に地方税法(昭和 25 年法律第 226 号)第 72 条の 83 に規定する

税率を乗じて得た額を算定額に加えた額とする。ただし、使用料に 1 円未満の端数があると

きは、これを切り捨てた額とする。 

（以下省略） 
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1.4 下水道事業費の内訳 

 

  下水道事業費（収益的収支）の内訳は次のとおりです。 

   

 

収入 
 

一般会計繰入金 下水道使用料金 

 
 

    

支出 
 雨水の管理費 汚水の管理費 
 

資本費 維持管理費 資本費 維持管理費 

      
財源 

 
一般会計繰入金 下水道使用料金 

 

※ 資本費：減価償却費+企業債利子償還金 

※ 雨水管理費は資本費・維持管理費ともに全額公費負担 

※ 汚水管理費は資本費の一部を公費負担、残りの資本費と維持管理費の全額を使用料で 

賄うことが原則 
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2 本町の使用料金の状況 

2.1 料金改定の履歴 

本町における下水道使用料金の改定履歴は以下のようになっており、基本料金は、29 年間で

1.9 倍となっています。 

 

制定・改定 年月日 平均改定率 基本料金 

下水道料金制定 昭和 59 年 4 月 1 日 
 

360 円 

第 1 回料金改定 平成 元年 4 月 1 日 +30.7% 440 円 

第 2 回料金改定 平成 6 年 4 月 1 日 +21.9% 520 円 

第 3 回料金改定 平成 9 年 4 月 1 日 +22.0% 620 円 

第 4 回料金改定 平成 13 年 4 月 1 日 +  4.3% 646 円 

第 5 回料金改定 平成 25 年 4 月 1 日 +  9.5% 707 円 

※基本料金：0～8m3（1 ヶ月あたり） 

 

2.2  前回の料金改定 

直近の料金改定である平成 25 年では約 9.5%の値上げがなされており、各排水量区分での改定

前後の単価は以下のようになっています。 

 

平成 25 年 4 月の料金改定の状況 

排水量 
使用料（1m3 につき）（税抜） 

改定率 
平成 13 年 4 月 平成 25 年 4 月 

0～8m3 （基本料金） 646 円 707 円 9.5% 

8m3 を超え 20m3 以下 83 円 91 円 9.5% 

20m3 を超え 50m3 以下 99 円 108 円 9.5% 

50m3 を超え 100m3 以下 130 円 142 円 9.5% 

100m3 を超え 200m3 以下 146 円 160 円 9.5% 

200m3 を超え 300m3 以下 161 円 176 円 9.5% 

300m3 を超え 500m3 以下 172 円 188 円 9.5% 

500m3 を超える分 187 円 205 円 9.5% 

20m3 を使用時の料金 1,642 円 1,799 円 9.5% 
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2.3  使用料収入の推移 

過年度の料金収入（税抜）の推移は下図に示すとおりであり、平成 20 年度から平成 29 年度ま

で間での伸びは 7.2%であり、平成 25 年（前回改定）の料金改定後の数年で見ると微増で推移し

ています。（図１） 
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※平成25年度は、大口排水事業者の一時流入があったため、例年より36,000千円程度の増

図１ 使用料収入の推移 

 

2.4 使用料収入の推移 

水量区分の各区分での排水量及び料金を見ると、0-8ｍ3 以下の基本料金区分の排水量は全水

量の約 1/3 を占め、料金では 29％を占めており、全料金収入の 1/3 は水量変動の影響を受けず

固定的収入になります。 

しかし、 調定件数で 1%に満たない 500ｍ3 以上の利用者が料金の 19％を負担していることか

ら、大口利用者の動向が料金収入に大きな影響を与えることが考えられます。 

（毎月+隔月）
平成30年度

件数 排水量 使用料
使用料

決算額へ調整
調定件数
構成比

水量
構成比

料金
構成比

0-8m3 (基本料金)　(0-16m3) 223,473 1,607,219 157,995,411 156,391,523 1.000 0.335 0.288

9-20m3　         (17-40m3） 171,885 1,539,025 140,051,275 138,629,546 0.769 0.321 0.255

21-50m3          (41-100m3） 79,272 744,696 80,427,168 79,610,713 0.355 0.155 0.147

51-100m
3       

(101-200m
3
） 4,153 108,081 15,347,502 15,347,502 0.019 0.023 0.028

101-200m
3　 

(201-400m
3
） 1,493 106,812 17,089,920 17,089,920 0.007 0.022 0.031

201-300m3 　(401-600m3） 832 71,295 12,547,920 12,547,920 0.004 0.015 0.023

301-500m3 　(601-1000m3） 631 101,860 19,149,680 19,149,680 0.003 0.021 0.035

501m
3
-        (1001m

3
-) 397 516,996 105,984,180 105,984,180 0.002 0.108 0.193

合計 482,136 4,795,984 548,593,056 544,750,984 1.000 1.000

※ 水量区分の（　）は、隔月検針の区分。隔月の検針件数は1ヶ月検針へ換算（2倍）

※ 調定件数はそれぞれの水量区分について、該当区分以下すべてに該当するとみなして計上

※ 決算額は減免控除後の金額

水量区分
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3 使用料改定の必要性 

3.1 長期の経営見通し 

使用料単価を現状のままとした場合、料金収入は将来的に約 5 千万円の減収が想定されます。 

また、維持管理費に対する一般会計の繰入金は、約 1 億円増加し年 5 億円が必要となり町の財

政を圧迫することが危惧されます。（図２） 
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図２ 汚水経費と使用料（現行）推移 

 

今後の下水道事業は新規整備事業の減少により、過去に借り入れた起債の元利償還金は令和 13

年に 3 億3 千万円まで減少しますが、その後は改築・更新事業等の再投資により償還金は増加し、

令和 38 年頃には 5 億円以上の償還額になります。 

また、起債残高は令和 4 年頃に約 49 億円まで減少しますが、改築更新事業での借入により令

和 32 年には約 85 億円まで増加します。（図３） 

 

図３ 企業債償還金と企業債残高の推移 
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3.2 中期の経営見通し 

3.2.1   現 行 の 料 金 体 系 を 継 続 し た 場 合  

令和 5 年度から本格的な改築更新事業が予定されており、この改築更新事業に要する経費を見

込んだ財政収支予測の結果、収益的収支への一般会計繰入金は、令和 2 年の 4 億円から 5 億円へ

と 1 億円の増額が必要となります。（図４） 
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図４ 収益的収支への一般会計繰入金（現行） 

 

 

図５ 汚水経費と使用料（現行）推移 
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3.2.2   料 金 を 改 定 し た 場 合  

今後の下水道事業運営にあたり、使用料金の不足分を一般会計繰入金の増額に頼ることは好ま

しい状況ではないため、収益的収支（維持管理経費）への繰入金の上限を概ね 4 億円以下とする

ことを目標に使用料の試算を行いました。 

 その結果は、令和 18 年度までに約 23％の値上げが必要であり、令和 2 年度において約 5.6％

の改定が必要との結果を得ました。 

 この料金改定により、経費回収率は令和 20 年度に 95％まで上昇することになります。 

（図６・７） 
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図６ 収益的収支への一般会計繰入金（改定後） 
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図７ 汚水経費と使用料（改定後） 
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3.3  料金改定の目的 

現行の下水道使用料は、平成 25 年 4 月に改定を行ったものであり、改定以降、可能な限りの

経費削減や経営改善に向けた取組みを実施し、下水道事業を進めてきました。  

しかし今後は、少子・高齢化や人口減少等による、下水道使用水量の減少に伴い使用料収入の

減少が想定される中、過去に建設した施設の老朽化対策として施設の改築・更新事業への再投資

が必要となるなど、下水道事業の経営環境は大変厳しい状況にあります。  

また、汚水処理に要する費用は、使用料で 100％賄うことが原則ですが、現状では 75.6%（平

成 30 年度末）にとどまっており不足分を一般会計繰入金で補填しています。 

今後、使用料収入の減少や改築・更新費用の増加を補うために一般会計繰入金の増加が必要と

なりますが、厳しい町の財政の中では、下水道への繰入にも限界があります。 

このため、一般会計からの多額の補助金に頼らず継続して安定した下水道サービスを提供するため

には使用料金で賄う必要があり、料金改定の検討を行う必要があります。 
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4 料金改定の考え方 

4.1 料金体系 

現在の料金体系は、 

  ・基本料金  

  ・従量使用料 

  で構成されています。 

 

基本料金の割合を高めると 

 ・経営の安定が期待できます。 

 ・しかし、少量使用者の負担が重くなります。 

 

従量制の割合を高めると 

 ・割合を高める区分によっては、少量使用者の負担が重くなります。 

 ・大口利用者は一般的に需要変動が大きく、経営の安定のためには留意する必要があります。 

 

4.2 前回改定時（平成 25 年）の概要 

 

項目 内     容 

目的 一般会計繰入金の抑制のため 

町からの提示案 
・料金区分全体を一律に上げる案 

・件数や排水量に応じて比重を置く案 

主な意見 

・Ｈ１３年度から長い間改定がされなかったことを踏まえると、今回の改定

は致し方ないと思う。 

・一律であれば町民の理解が得られる。 

・一律が公平だと思う。 

・基本料金を低くしてしまうと使用量によって影響が出やすいため、基本料

金は下げない方がよい。 

・件数が多い区分をあげるパターンは多くの批判を受ける弊害が考えられる。 

改定 改定率 一律 9.5 ％ 
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4.3 料金改定案の設定 

令和２～５年の繰入増加見込み額約 33,000 千円を使用料の改定で賄うと仮定した場合に、次

の各ケースを設定し、それぞれ試算を行いました。 

 

 

 Case1：基本使用料に重みをおいた改定 

・ 汚水の資本費（減価償却費、起債利息から長期前金と一般会計負担金を除いたもの）を

基本使用料金で回収し経営の安定を目指すと基本使用料は現状の 2.3 倍となる。 

・  このため汚水の資本費の 1/2 を基本使用料金で回収することとし、基本使用料金を約

16％改定。 

・不足する額を従量制部分で回収 

 

 Case2：基本使用料を含む全ての水量区分を同一割合で改定 

・全区分で単価の 5.6％の改定を行う。 

 

 Case3：基本料金のみを改定 

・基本料金のみの改定で使用料総額を 5.6％増額させる。約 20％改定。 

 

 Case4：基本料金据置き 

・基本料金を据え置き、基本料金以外の水量区分を同率で改定。 
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4.4 料金改定案の試算（案） 

Case1：基本使用料に重みをおいた改定 
 

基本使用料を引上げることで、安定した収入の向上が期待でき、今後増加傾向となる固定費で

ある資本費（減価償却費や利息）への対応がしやすい。 

一方で、一般家庭等の小口排水者は負担感が高くなる。 

 

Case1 水量区分
現況 改定試算

現単価
調定件数

※1
H30排水量

※2
使用料計算値

※2
改定率 改定単価 改定後料金

単価改
定幅

料金収入増収
予定額　※3

0-8m3 (基本料金)　(0-16m3) 707 223,473 1,607,219 157,995,411 0.154 816 182,353,968 109 24,358,557

9-20m3　         (17-40m3） 91 171,885 1,539,025 140,051,275 0.025 93 143,129,325 2 3,078,050

21-50m3          (41-100m3） 108 79,272 744,696 80,427,168 0.025 111 82,661,256 3 2,234,088

51-100m3       (101-200m3） 142 4,153 108,081 15,347,502 0.025 146 15,779,826 4 432,324

101-200m3　 (201-400m3） 160 1,493 106,812 17,089,920 0.025 164 17,517,168 4 427,248

201-300m3 　(401-600m3） 176 832 71,295 12,547,920 0.025 180 12,833,100 4 285,180

301-500m3 　(601-1000m3） 188 631 101,860 19,149,680 0.025 193 19,658,980 5 509,300

501m3-        (1001m3-) 205 397 516,996 105,984,180 0.025 210 108,569,160 5 2,584,980

合計 114.39 482,136 4,795,984 548,593,056 0 121.46 582,502,783 33,909,727

水量区分

 
※1 調定件数は、平成３０年度決算による１２ヶ月換算の実績件数で、それぞれの水量区分について、 

該当区分以下すべてに該当するとみなして計上 

※2 排水量や使用料計算値は実績値 

※3 料金増収予定額＝調定件数×改定後単価 

 

 

Case1     見込み額（例）  （税込み 10%） 

 

 

 改定前 改定後 差額 増率 

■ 一般家庭 ２か月 25ｍ3使った場合  

（１～２人の世帯） 
２,４５６円 ２,７１５円 ２５９円 

 

(10.5%) 

    
■ 一般家庭 ２か月 60ｍ3使った場合  

（４人程度の世帯） 
６,３３３円 ６,６９２円 ３５９円 

 

(5.7%) 

   

□ 事業者 ２か月 100ｍ3使った場合 １１,０８５円 １１,５７６円 ４９１円 
 

(4.4%) 
   

□ 事業者 ２か月 500ｍ3使った場合 ８１,２６５円 ８３,５１６円 ２,１５１円 
 

(2.6%) 

   

□ 事業者 ２か月 1,000ｍ3使った場合 １８３,３４５円 １８８,２３６円 ４,８９１円 
 

(2.7%) 
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Case2：基本使用料を含む全ての水量区分で同一割合を改定 
 

すべての区分にて一律 5.6％を乗じ全体的な引上げを行う。過去からの改定方法で大口～小口

排水者の割合変動が大きくない現在では、収入の見通しが立てやすい。 

一方で、料金表の一律改定は基本料金や従量制の各区分に応じた負担の考慮がなされていない

との側面がある。 

 

Case2. 水量区分
現況 改定試算

現単価 調定件数
※1 H30排水量
※2使用料計算値
※2 改定率 改定単価 改定後料金
単価改
定幅

料金収入増収
予定額　※3

0-8m3 (基本料金)　(0-16m3) 707 223,473 1,607,219 157,995,411 0.056 747 166,934,331 40 8,938,920

9-20m3　         (17-40m3） 91 171,885 1,539,025 140,051,275 0.056 97 149,285,425 6 9,234,150

21-50m3          (41-100m3） 108 79,272 744,696 80,427,168 0.056 115 85,640,040 7 5,212,872

51-100m3       (101-200m3） 142 4,153 108,081 15,347,502 0.056 150 16,212,150 8 864,648

101-200m3　 (201-400m3） 160 1,493 106,812 17,089,920 0.056 169 18,051,228 9 961,308

201-300m3 　(401-600m3） 176 832 71,295 12,547,920 0.056 186 13,260,870 10 712,950

301-500m3 　(601-1000m3） 188 631 101,860 19,149,680 0.056 199 20,270,140 11 1,120,460

501m3-        (1001m3-) 205 397 516,996 105,984,180 0.056 217 112,188,132 12 6,203,952

合計 114.39 482,136 4,795,984 548,593,056 0 121.32 581,842,316 33,249,260

水量区分

 

※1 調定件数は、平成３０年度決算による１２ヶ月換算の実績件数で、それぞれの水量区分について、 

該当区分以下すべてに該当するとみなして計上 

※2 排水量や使用料計算値は実績値 

※3 料金増収予定額＝調定件数×改定後単価 

 

 

 

 

Case2     見込み額（例）  （税込み 10%） 

 

 

 改定前 改定後 差額 増率 

■ 一般家庭 ２か月 25ｍ3使った場合  

（１～２人の世帯） 
２,４５６円 ２,６０３円 １４７円 

 

(6.0%) 

    
■ 一般家庭 ２か月 60ｍ3使った場合  

（４人程度の世帯） 
６,３３３円 ６,７３４円 ４０１円 

増率
(6.3%) 

   

□ 事業者 ２か月 100ｍ3使った場合 １１,０８５円 １１,７９４円 ７０９円 
 

(6.4%) 
   

□ 事業者 ２か月 500ｍ3使った場合 ８１,２６５円 ８５，９３４円 ４，６６９円 
 

(5.7%) 

   

□ 事業者 ２か月 1,000ｍ3使った場合 １８３,３４５円 １９３，９５円 １０，６０９円 
 

(5.8%) 
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Case3：基本料金のみを改定 
 

固定費である資本費（減価償却費や利息）を安定的に賄うため、基本料金の見直しを行う。 

従来からの基本料金が２０％近く増加するため、すべての使用者に対する負担増は否めない。 

 

Case3 水量区分
現況 改定試算

現単価
調定件数

※1
H30排水量

※2
使用料計算値

※2
改定率 改定単価 改定後料金

単価改
定幅

料金収入増収
予定額　※3

0-8m3 (基本料金)　(0-16m3) 707 223,473 1,607,219 157,995,411 0.210 856 191,292,888 149 33,297,477

9-20m3　         (17-40m3） 91 171,885 1,539,025 140,051,275 0.000 91 140,051,275 0 0

21-50m3          (41-100m3） 108 79,272 744,696 80,427,168 0.000 108 80,427,168 0 0

51-100m3       (101-200m3） 142 4,153 108,081 15,347,502 0.000 142 15,347,502 0 0

101-200m3　 (201-400m3） 160 1,493 106,812 17,089,920 0.000 160 17,089,920 0 0

201-300m3 　(401-600m3） 176 832 71,295 12,547,920 0.000 176 12,547,920 0 0

301-500m3 　(601-1000m3） 188 631 101,860 19,149,680 0.000 188 19,149,680 0 0

501m3-        (1001m3-) 205 397 516,996 105,984,180 0.000 205 105,984,180 0 0

合計 114.39 482,136 4,795,984 548,593,056 0 121.33 581,890,533 33,297,477

水量区分

 
※1 調定件数は、平成３０年度決算による１２ヶ月換算の実績件数で、それぞれの水量区分について、 

該当区分以下すべてに該当するとみなして計上 

※2 排水量や使用料計算値は実績値 

※3 料金増収予定額＝調定件数×改定後単価 

 

 

 

Case3     見込み額（例）  （税込み 10%） 

 

 

 改定前 改定後 差額 増率 

■ 一般家庭 ２か月 25ｍ3使った場合  

（１～２人の世帯） 
２,４５６円 ２,７８３円 ３２７円 

 

(13.3%) 

    
■ 一般家庭 ２か月 60ｍ3使った場合  

（４人程度の世帯） 
６,３３３円 ６,６６０円 ３２７円 

 

(5.2%) 

   

□ 事業者 ２か月 100ｍ3使った場合 １１,０８５円 １１,４１２円 ３２７円 
 

(2.9%) 

   

□ 事業者 ２か月 500ｍ3使った場合 ８１,２６５円 ８１,５９２円 ３２７円 
 

(0.4%) 

   

□ 事業者 ２か月 1,000ｍ3使った場合 １８３,３４５円 １８３,６７２円 ３２７円 
   

(0.2%) 
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Case4：基本料金据置き 
 

神奈川県内の近隣市町から見ても低額な従量部分の引き上げを行い、平均的な水準への見直し

を行う。 

 

Case4 水量区分
現況 改定試算

現単価
調定件数

※1
H30排水量

※2
使用料計算値

※2
改定率 改定単価 改定後料金

単価改
定幅

料金収入増収
予定額　※3

0-8m3 (基本料金)　(0-16m3) 707 223,473 1,607,219 157,995,411 0.000 707 157,995,411 0 0

9-20m3　         (17-40m3） 91 171,885 1,539,025 140,051,275 0.080 99 152,363,475 8 12,312,200

21-50m3          (41-100m3） 108 79,272 744,696 80,427,168 0.080 117 87,129,432 9 6,702,264

51-100m3       (101-200m3） 142 4,153 108,081 15,347,502 0.080 154 16,644,474 12 1,296,972

101-200m3　 (201-400m3） 160 1,493 106,812 17,089,920 0.080 173 18,478,476 13 1,388,556

201-300m3 　(401-600m3） 176 832 71,295 12,547,920 0.080 191 13,617,345 15 1,069,425

301-500m3 　(601-1000m3） 188 631 101,860 19,149,680 0.080 204 20,779,440 16 1,629,760

501m3-        (1001m3-) 205 397 516,996 105,984,180 0.080 222 114,773,112 17 8,788,932

合計 114.39 482,136 4,795,984 548,593,056 0 121.31 581,781,165 33,188,109

水量区分

 
※1 調定件数は、平成３０年度決算による１２ヶ月換算の実績件数で、それぞれの水量区分について、 

該当区分以下すべてに該当するとみなして計上 

※2 排水量や使用料計算値は実績値 

※3 料金増収予定額＝調定件数×改定後単価 

 

 

 

 

Case4     見込み額（例）  （税込み 10%） 

 

 

 改定前 改定後 差額 増率 

■ 一般家庭 ２か月 25ｍ3使った場合  

（１～２人の世帯） 
２,４５６円 ２,５３５円 ７９円 

 

(3.2%) 

    
■ 一般家庭 ２か月 60ｍ3使った場合  

（４人程度の世帯） 
６,３３３円 ６,７６３円 ４１０円 

 

(6.5%) 

   

□ 事業者 ２か月 100ｍ3使った場合 １１,０８５円 １１,８９１円 ８０６円 
 

(7.3%) 
   

□ 事業者 ２か月 500ｍ3使った場合 ８１,２６５円 ８７，９０１円 ６，６３６円 
 

(8.2%) 

   

□ 事業者 ２か月 1,000ｍ3使った場合 １８３,３４５円 １９８,６７１円 １５,３２６円 
 

(8.4%) 
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資料 1 相模川流域関連市町の区分別料金単価順位表 
 
順
位

基
本
料
金

２
０
㎥

３
０
㎥

４
０
㎥

５
０
㎥

１
０
０
㎥

５
０
０
㎥

１
０
０
０
㎥

２
０
０
０
㎥

５
０
０
０
㎥

1
大
磯
町

1
,9

3
3
大
磯
町

2
,4

9
0
大
磯
町

3
,8

8
3
大
磯
町

5
,2

7
6
大
磯
町

6
,7

7
8
大
磯
町

1
5
,4

7
2
藤
沢
市

1
1
3
,2

1
2
藤
沢
市

2
6
0
,4

1
6
藤
沢
市

5
6
3
,8

9
6
藤
沢
市

1
,6

1
0
,4

1
6

2
座
間
市

1
,9

3
2
座
間
市

2
,4

7
2
座
間
市

3
,8

2
2
座
間
市

5
,1

7
2
座
間
市

6
,6

8
4
座
間
市

1
5
,1

0
8
大
磯
町

1
0
6
,7

3
2
伊
勢
原
市

2
2
7
,1

6
9
伊
勢
原
市

4
8
9
,6

0
9
大
磯
町

1
,3

6
1
,6

9
2

3
伊
勢
原
市

1
,7

7
3
伊
勢
原
市

2
,2

4
8
伊
勢
原
市

3
,4

3
6
伊
勢
原
市

4
,6

2
4
伊
勢
原
市

6
,0

7
1
藤
沢
市

1
4
,5

0
0
伊
勢
原
市

9
9
,4

0
5
大
磯
町

2
2
4
,4

5
2
大
磯
町

4
8
6
,8

9
2
伊
勢
原
市

1
,3

4
8
,2

0
9

4
愛
川
町

1
,6

2
0
愛
川
町

2
,0

3
3
綾
瀬
市

3
,1

4
4
綾
瀬
市

4
,4

9
4
綾
瀬
市

5
,8

4
4
綾
瀬
市

1
3
,8

9
0
座
間
市

9
6
,8

6
4
座
間
市

2
1
0
,8

0
4
愛
川
町

4
6
3
,0

4
7
愛
川
町

1
,2

8
9
,2

4
7

5
寒
川
町

1
,5

2
7
藤
沢
市

1
,9

5
0
愛
川
町

3
,0

8
6
藤
沢
市

4
,3

2
6
藤
沢
市

5
,8

0
6
伊
勢
原
市

1
3
,7

6
1
綾
瀬
市

9
0
,2

4
6
綾
瀬
市

1
9
7
,3

8
2
座
間
市

4
4
3
,0

0
4
座
間
市

1
,1

8
8
,2

0
4

6
厚
木
市

1
,5

1
8
綾
瀬
市

1
,9

2
4
藤
沢
市

3
,0

5
2
愛
川
町

4
,1

5
5
相
模
原
市

5
,2

5
0
茅
ヶ
崎
市

1
2
,1

7
8
相
模
原
市

8
2
,9

0
2
愛
川
町

1
8
9
,8

0
7
綾
瀬
市

4
3
3
,9

0
2
綾
瀬
市

1
,1

7
2
,6

2
2

7
藤
沢
市

1
,5

0
9
寒
川
町

1
,9

2
0
平
塚
市

2
,9

2
6
相
模
原
市

3
,9

9
8
愛
川
町

5
,2

2
5
相
模
原
市

1
1
,9

4
6
茅
ヶ
崎
市

8
1
,2

9
8
相
模
原
市

1
8
7
,4

4
6
茅
ヶ
崎
市

4
0
4
,3

2
6
相
模
原
市

1
,1

7
1
,3

2
6

8
相
模
原
市

1
,4

8
1
厚
木
市

1
,9

1
1
相
模
原
市

2
,9

1
8
平
塚
市

3
,9

9
6
茅
ヶ
崎
市

5
,1

0
4
寒
川
町

1
0
,8

8
4
愛
川
町

7
9
,9

7
1
茅
ヶ
崎
市

1
8
6
,1

6
6
相
模
原
市

4
0
3
,4

4
6
茅
ヶ
崎
市

1
,1

4
6
,2

8
6

9
綾
瀬
市

1
,4

3
6
相
模
原
市

1
,8

9
2
寒
川
町

2
,9

0
3
寒
川
町

3
,8

8
5
平
塚
市

5
,0

6
5
愛
川
町

1
0
,7

4
3
寒
川
町

7
9
,7

8
8
寒
川
町

1
8
0
,0

1
2
寒
川
町

4
0
1
,4

1
2
寒
川
町

1
,0

6
5
,6

1
2

1
0
平
塚
市

1
,4

2
9
平
塚
市

1
,8

5
7
厚
木
市

2
,8

9
4
厚
木
市

3
,8

7
7
寒
川
町

5
,0

5
2
平
塚
市

1
0
,5

7
3
平
塚
市

6
4
,5

7
3
平
塚
市

1
4
4
,2

7
7
平
塚
市

3
2
5
,7

1
7
平
塚
市

9
2
5
,1

1
7

1
1
海
老
名
市

1
,4

0
1
海
老
名
市

1
,7

5
6
茅
ヶ
崎
市

2
,7

0
6
海
老
名
市

3
,5

2
7
厚
木
市

4
,8

8
1
厚
木
市

1
0
,1

6
2
厚
木
市

6
0
,1

6
6
厚
木
市

1
3
2
,9

5
8
厚
木
市

2
8
3
,0

7
8
厚
木
市

7
8
8
,5

1
8

1
2
茅
ヶ
崎
市

1
,3

3
0
茅
ヶ
崎
市

1
,7

2
3
海
老
名
市

2
,6

4
1
茅
ヶ
崎
市

2
,3

8
9
海
老
名
市

4
,4

1
2
海
老
名
市

9
,3

5
9
海
老
名
市

5
9
,0

3
3
海
老
名
市

1
2
7
,9

4
3
海
老
名
市

2
6
8
,3

4
3
海
老
名
市

7
3
1
,6

6
3

平
均

1
,5

7
4
平
均

2
,0

1
5
平
均

3
,1

1
8
平
均

4
,1

4
3
平
均

5
,5

1
4
平
均

1
2
,3

8
1
平
均

8
4
,5

1
6
平
均

1
8
9
,0

6
9
平
均

4
1
3
,8

8
9
平
均

1
,1

4
9
,9

0
9

○
改
定
日
状
況

○
平
成
２
９
年
度
決
算
汚
水
経
費
回
収
率
（
％
）

○
平
成
２
９
年
度
決
算
下
水
道
普
及
率
（
％
）

参
考

平
均
よ
り
上

1
綾
瀬
市

元
.7
.1

1
平
塚
市

1
2
6
.9

1
平
塚
市

9
7
.4

7
平
均
よ
り
下

2
座
間
市

3
1
.4

.1
2
茅
ヶ
崎
市

1
1
5
.9

2
座
間
市

9
7
.3

5
3
大
磯
町

3
1
.4

.1
3
海
老
名
市

1
1
5
.7

3
相
模
原
市

9
6
.5

9
4
伊
勢
原
市

3
0
.4

.1
4
相
模
原
市

1
0
9
.7

4
海
老
名
市

9
5
.8

4
5
藤
沢
市

2
9
.4

.1
5
座
間
市

1
0
4
.4

5
茅
ヶ
崎
市

9
5
.6

2
6
厚
木
市

2
6
.4

.1
6
藤
沢
市

1
0
0
.9

6
藤
沢
市

9
5
.5

7
（
c
as
e
2
の
場
合
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
）

7
相
模
原
市

2
5
.4

.1
7
大
磯
町

9
5
.5

7
綾
瀬
市

9
4
.3

4
8
愛
川
町

2
5
.4

.1
8
伊
勢
原
市

9
4
.9

8
寒
川
町

9
3
.1

7
9
寒
川
町

2
5
.4

.1
9
厚
木
市

8
8
.9

9
愛
川
町

9
1
.0

6
1
0
海
老
名
市

2
0
.1

0
.1

1
0
愛
川
町

8
8
.5

1
0
厚
木
市

8
9
.3

8
1
1
平
塚
市

2
0
.4

.1
1
1
綾
瀬
市

8
6
.9

1
1
伊
勢
原
市

7
8
.3

6
1
2
茅
ヶ
崎
市

1
7
.4

.1
1
2
寒
川
町

7
5
.6

1
2
大
磯
町

7
6
.7

8
平
均

1
0
0
.3

2
平
均

9
1
.7

9

相
模
川
流
域
下
水
道
関
連
市
町
の
区
分
別
料
金
単
価
順
位
表
（
２
ヶ
月
　
税
込
）

1
,6

1
2

2
,0

2
7

3
,0

6
5

4
,1

0
2

5
,3

3
4

1
1

,4
9

3

8
4

,2
5

6
1

9
0

,0
9

2

4
2

3
,8

9
1

1
,1

2
5

,2
8

6

5
.6

%
改
定
実
施
し
た
場
合
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資料 2 近隣市町の料金区分表 
 

平
塚

市
鎌

倉
市

藤
沢

市
小

田
原

市
茅

ヶ
崎

市
逗

子
市

相
模

原
市

秦
野

市
厚

木
市

大
和

市
伊

勢
原

市
海

老
名

市
座

間
市

綾
瀬

市
葉

山
町

寒
川

町
大

磯
町

二
宮

町
箱

根
町

愛
川

町

H
2
0
.4

.1
H

2
4
.4

.1
H

2
9
.4

.1
H

2
6
.1

0
.1

H
1
7
.4

.1
H

1
7
.4

.1
H

2
5
.4

.1
H

2
9
.4

.1
H

2
6
.4

.1
H

3
0
.4

.1
H

3
0
.4

.1
H

2
0
.1

0
.1

H
3
1
.4

.1
R
元

.7
.1

改
正

な
し

H
2
5
.4

.1
H

3
1
.4

.1
H

2
8
.7

.1
H

1
4
.4

.1
H

2
5
.4

.1

1
3
.4

2
%

1
0
.0

0
%

4
.8

0
%

9
.2

4
%

1
2
.0

0
%

1
4
.4

7
%

1
0
.4

0
%

5
.0

0
%

9
.9

2
%

1
2
.7

4
%

4
.8

%
8
.2

％
9
.8

1
%

9
.5

0
%

－
9
.5

0
%

9
.1

1
%

1
3
.1

0
%

1
0
.1

4
%

8
%

0
～

4
3
6
5

5
～

8
1
1
0

9
～

1
0

4
1

1
1
～

1
5

1
6
～

2
0

1
1
5

1
1
8

9
1

1
0
0

1
4
0

2
1
～

2
5

1
1
0

2
6
～

3
0

1
1
9

3
1
～

4
0

1
2
2

1
4
4

1
5
8

1
7
9

4
1
～

5
0

1
3
2

1
4
5

1
7
5

1
9
3

5
1
～

6
0

6
1
～

7
5

7
6
～

1
0
0

2
6
0

1
0
1
～

2
0
0

1
2
2

1
8
8

2
9
0

1
6
0

2
0
1
～

3
0
0

1
3
8

2
0
1

3
3
0

1
7
6

3
0
1
～

5
0
0

1
5
0

2
1
5

2
0
3

3
4
0

1
8
8

2
1
2

5
0
1
～

6
0
0

6
0
1
～

1
0
0
0

1
0
0
1
～

2
0
0
0

2
0
0
1
～

3
0
0
0

3
0
0
1
～

5
0
0
0

2
0
3

5
0
0
1
～

1
0
0
0
0

2
2
2

1
9
9

1
5
5

1
0
0
0
1
～

1
5
0
0
0

2
4
7

1
5
0
0
1
～

2
0
0
0
0

2
6
5

2
0
0
0
1
～

2
5
0
0
0

2
8
4

2
5
0
0
1
～

3
0
0
0
0

3
0
3

3
0
0
0
1
～

  
  

  
  

3
2
1

2
0
m

3
(1

ｹ
月

)
1
,9

9
8

2
,2

6
0

2
,1

6
3

2
,5

8
8

1
,8

4
4

1
,7

6
0

1
,9

9
9

2
,4

2
4

1
,9

3
8

2
,2

5
0

2
,3

1
2

1
,7

6
3

2
,5

8
6

2
,2

4
7

2
,2

0
3

1
,9

4
2

2
,6

3
8

2
,6

2
4

2
,0

0
8

2
,0

7
7

1
0
0
0
m

3
(1

ｹ
月

)
1
6
2
,8

5
8

2
6
3
,4

9
0

2
8
1
,9

4
8

2
5
1
,5

1
7

2
0
2
,1

6
3

1
8
6
,0

4
6
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Case1

【基本＞従量】

Case2

【一律改定】

Case3

【基本使用料のみ】

Case4

【従量使用料のみ】

基本使用料に重みを置き、

将来の固定費（減価償却費

や利子）に対する安定収入

を図る

全区分の一律改定を行い、

近隣市町との均衡を図る

Case1の考え方に同じであ

るが、対象を基本使用料の

みとし、より安定的な収入

を図る

近隣市町と比べ低額な従量

部分の引き上げを行い、平

均的な水準への見直しを図

る

15.4% 5.6% 21.0% 0.0%

2.5% 5.6% 0.0% 8.0%

新旧

料金表

33,909,727円 33,249,260円 33,297,477円 33,188,109円

〇

・基本使用料を対象とする

ことで収入の安定性向上が

期待できる

・収入の見通しがたてやす

い

・すべての区分を一律に引

き上げることで、使用者へ

の理解が得られやすい

・基本使用料を対象とする

ことで収入の安定性向上が

期待できる

・近隣市町と平均的な水準

となり、料金表の上では均

衡を図れる

△

・一般家庭等、小口排水者

の負担感が高い

・基本使用料と従量使用料

の引上げ割合について検討

が必要

・各区分の件数や収入割合

に関わらず一律改定を行う

ため、負担の均衡面が考慮

されない点は否めない

・小口排水者ほど増加割合

が高く負担感が高い

・大口排水は事業動向に左

右される面があり収入の振

れ幅が大きく安定性を欠く

・事業者をはじめとする大

口排水者への経営への負担

が懸念される

綾瀬市（Ｒ元.7）

大磯町（H31.4）

大和市（H30.4）

秦野市（H29.4）

藤沢市（H29.4）

H25改定（寒川町）

H13改定（寒川町）

全国

岩手県雫石市（H29.5）

静岡県浜松市（H29.10）

秋田県能代市（H28.4）

兵庫県宝塚市（H28.4）

北海道登別市（H30.1）

千葉県佐倉市（H29.7）

兵庫県小野市（H28.10）

富山県黒部市（H28.7）

長野県伊那市（H29.4）

採用実績等

（直近のもの）

料　金　改　定　案　の　比　較

増　　額　　見　　込　　み

特　　長

改　定　理　由 将来的な施設維持管理費や改築更新に向けた財政基盤の強化を図るため

引上げの考え方

従量使用料

改定案

基本使用料

県内

改定単価 差

816 109

93 2

111 3

146 4

164 4

180 4

193 5

210 5

改定単価 差

747 40

97 6

115 7

150 8

169 9

186 10

199 11

217 12

改定単価 差

707 0

99 8

117 9

154 12

173 13

191 15

204 16

222 17

改定単価 差

856 149

91 0

108 0

142 0

160 0

176 0

188 0

205 0

使用料区分 現行

0-8m3     (0-16m3) 707

9-20m3  (17-40m3） 91

31-50m3   (41-100m3） 108

51-100m3   (101-200m3） 142

101-200m3   (201-400m3） 160

201-300m3   (401-600m3） 176

301-500m3   (601-1000m3） 188

501m3以上  (1000m3以上) 205


